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今回の新聞は新入局員 (■年)力
'

初めて書きました。これからも頑張

ります。

前
期
生
徒
総
会
開
催

議
案
を
読
み
上
げ
る
堀
江
生
徒
会
長

永嶺新聞
〓
ん
に
ｔ
は
■

各
観
新
関
ふ
ぞ
て

今
回
か
ら

回
コ
マ
＾
蓋
（画
が

ハ
■
ま
す
‘

ｋ
ろ
し

く
お
願

い
し
ま
で
′

五
月
八
日
に
生
徒
総

会
が
行
わ
れ
た
。
会
長

の
堀
江
月
さ
ん

（
Ⅲ
Ｉ

Ⅱ
）
か
ら
平
成

二
十
八

年
度
生
徒
総
会
活
動
報

告

“
平
成
二
十
九
年
活

動
計
画
や
予
算
案
が
提

示
さ
れ
、
審
議
が
な
さ

れ
た
。
そ
の
中
で
永
嶺

五
輸
の
廃
止
に
つ
い
て

継
続
を
願
う
意
見
が
出

さ
れ
た
。
ま
た
、
柔
道

部
の
廃
止
と
新
た
に
ダ

ン
ス
同
好
会
の
設
立
報

告
が
な
さ
れ
た
。
今
年

は

一
年
次
生
か
ら
も
意

見
が
出
さ
れ
関
心
が
高

か

っ
た
様
だ
。

九
月
に
は

一
年
次
生

も
立
候
補
が
可
能
と
な

る
の
で
積
極
的
な
参
加

を
期
待
し
た
い
。

（
一
年
加
賀
谷
）

冷
静
に
選
難
を
す
る
生
徒

宿
■
斎
准
＾
所
碑
Ｆ
は

ド

ｖ
ジ
ボ
ー
レ
が

あ
り
ま
し
た
―

ｏ
４
勝
は

一
組
′

おふでヤ⑬ む ま

交
通
事
故
を
防
く
た
め
に

交
通
安
全
集
会
行
わ
れ
る

五
月
八
日
に
本
校
で

交
通
安
全
集
会
が
行
わ

れ
た
。
旭
川
東
警
察
署

の
安
田
絵
里
奈
さ
ん
、

ク
ミ
ア
イ
自
動
車
学
校

の
山
本
朗
さ
ん
か
ら
交

通
事
故
に
つ
い
て
の
講

話
が
あ

っ
た
。
講
話
の

終
盤
に
は
自
転
車
の
シ
ュ

ミ
レ
ー
タ
ー
を
使

っ
て

自
転
車
の
正
し
い
乗
り

方
を
学
ん
だ
¨
代
表
の

三
人
の
生
徒
が
チ
ャ
ン

ン
ジ
し
た
。
こ
れ
は
、

危
険
な
運
転
を
す
る
と

警
告
が
流
れ
る
シ
ス
テ

ム
と
な

っ
て
お
り
、
生

徒
に
大
変
好
評
で
あ

っ

た
。ま

た
、
本
校
前
の
交
差

点
で
自
転
車
事
故
の
被

害
に
遭
い
命
を
落
と
し

た
凌
雲
高
生
徒
を
追
悼

す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行

わ
れ
た
。
事
故
の
概
要

が
説
明
さ
れ
、
吹
奏
楽

局
に
よ
る
追
悼
の
演
奏

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

生
徒
を
代
表
し
て
生
活

常
任
委
員
長
の
林
絢
斗

さ
ん

（
Ⅲ
Ｉ
Ｉ
）
よ
り

交
通
安
全
宣
言
が
な
さ

れ
た
。　
金

年
荒
川
）

七
分
十

一
秒
で
避
難
が

完
了
。

旭
川
市
北
消
防
署
永

山
出
張
所
の
山
田
所
長

な
り
、

「か
な
リ
ス
ム
ー

ズ
に
避
難
が
出
来
て
い

た
。
文
旬
な
し
の
出
来

映
え
で
し
た
」
と
の
講

評
が
あ

っ
た
。

ちなみに、

一組女子は

一組男子に

アイスを買って

もSったそうです。

北海MEJ‖永嶺高等学校公式ホームページ
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避
難
完
了
ま
で

春

季
避

難

訓

練

が

「
押
す
な

上
民
る
な

・

声
出
す
な
」
の
三
原
則

を
相
言
葉
に
十
六
日
の

七
時
間
目
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
雨

が
降
っ
て
お
り
、
体
育

館

へ
の
避
難
と
な

っ
た
。

皆
、
真
剣
に
取
り
組
み

交 通 安 全 シ ュミ レー シ ョン体 験

七
分
十

一
秒

教
頭
先
生
か
ら
は

「
次
の
訓
練
で
は
、
七

分
十

一
秒
よ
り
早
く
完

了
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
も

っ
と
よ
い
。
訓
練

は
実
際
に
避
難
す
る
と

き
の
た
め
に
必
環
で
す
」

と
お
話
が
あ

っ
た
。

（
一
年
高
島
）
　

．

机
上
豪
語

今
月
は
大
型
連
体
が

あ

っ
た
。
最
大
九
連
休

と
も
言
わ
れ
て
い
た
今

年
も
、
テ
レ
ビ
な
ど
を

見
て
い
る
と
行
楽
を
楽

し
む
人
、
故
郷
に
帰
省

す
る
人
な
ど
が
多
く
、

各
地
で
賑
わ

っ
て
い
た

よ
う
だ
▼
さ
て
、
こ
の

連
体
は

一
般
的
に
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
な
ど

と
呼
ば
れ
る
が
、
語
源

の

一
つ
に
当
時
の
ラ
ジ

オ
界
で
四
月
下
旬
か
ら

五
月
初
旬
の
大
型
連
体

中
に
は
視
聴
率
が
高
か
っ

た
こ
と
か
ら
黄
金
週
間

を
英
語
に
直
し
て
名
付

け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
▼
ま
た
、
な
ぜ
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は

祝
日
が
重
な
る
の
か
疑

間
に
思

っ
た
人
も
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
ス
″
。

こ
れ
は

一
九
八
五
年
に

改
正
さ
れ
た
祝
日
法
が

関
係
し
て
い
る
。
国
民

の
休
日
は
連
体
が
飛
び

石
に
な
る
の
を
解
消
す

る
た
め
に
作
ら
れ
た
休

日
で
、
祝
日
や
記
念
日

に
挟
ま
れ
た
日
は
休
日

に
な
る
と
定
め
ら
れ
て

い
る
▼
カ
レ
ン
ダ
ー
を

見
て
み
る
と
、
次
の
連

体
は
七
月

一
七
日
の
海

の
日
。
そ
れ
ま
で
し
ば

ら
く
連
体
は
お
預
け
の

よ
う
だ
。

（
三
年
林
）

覇
入
局
壼

宿
研
体
饉
鵬

五
月
十
日
か
ら
十
二

ス
気
合
い
が
入
っ
て
い

思
い
思
い
に
考
え
た
。

日
ま
で

一
年
次
の
宿
泊

た
。
特
に
決
勝
戦
で
は

　

今
回
の
宿
泊
研
修
を

研
修
が
美
瑛
町
に
あ
る

白
熱
し
た
試
合
と
な
り

通
し
■
笹
只
菫
集
軍
・、

大
雪
青
少
年
交
流
の
家

盛
り
上
が
っ
た
。
そ
の

集
団
行
動
の
大
切
さ
と

で
行
わ
れ
た
。
　
　
　
　
後
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
集

自
分
の
未
来
、
コ
ミ
ュ

研
修
の
は
じ
め
は
Ｒ

い
と
合
唱
を
行
っ
た
。
　
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要

卜
Ｃ
Ａ
Ｐ
で
あ
っ
た
。
　
暗
い
体
育
館
で
多
数
の

さ
に
つ
い
て
深
め
る
こ

こ
の
研
修
で
は
、
自
分

キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
、　
と
が
出
来
た
様
だ
¨

の
未
来
を
決
め
る
た
め

各
学
級
の
合
唱
発
表
が
　
（
一
年
金
子

。
大
友
）

に
全
員
集
中
し
て
い
た
。
行
わ
れ
た
。

姜
ジ
ヽ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

　

キ
イ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ

も
実
施
さ
れ
ζ

コ
ミ
ュ

ス
に
よ

っ
て
、
感
動
を

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

共
有
し
、
生
き
方
や
自

た
め
の
研
修
で
あ

っ
た
。
分
の
あ
り
方
に
つ
い
て

二
日
目
に
行
わ
れ
た

自
覚
が
深
ま

っ
た
。
最

の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
研
修

終
日
は
高
校
生
活
の
プ

で
あ
る
。
学
年
対
抗
ド
ッ

ラ
ン

ニ
ン
グ
で
、
三
年

ジ
ボ
ト
ル
で
は
、
優
勝

間
自
分
た
ち
は
ど
ん
な

賞
品
を
目
標
に
各
ク
ラ

生
活
を
送
り
た
い
か
を
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